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はじめに

������について
������は、Fisher 657 アクチュエータのサイズ 80 と 100 の��、��、��/�、パーツ�.についての23を
56します。これらのピストンアクチュエータと8�されるその9の�:およびアクセサリーについての23は、<=の�
��を>�してください。

?�な��をすべて@け、バルブ、アクチュエータおよびアクセサリーの��、B/、またはメンテナンスの��をEつF
GHIは、657 アクチュエータの��、B/、またはメンテナンスをJ�しないでください。����や��の��を��
するため、���の��および��を�むこのマニュアルの#$をすべて��%く�み、&�、	'していただくことが

�です。これらのK�についてのご�Lについては、/�を めるMにエマソンO�Pまたは!QりのR"SにおLいTわ
せください。 
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, 1. -. 

-.
アクチュエータサイズ

80 100

W$%Xダイヤフラム&'
cm2 1761 2902

インチ2 273 450

ヨークボス_
mm 127 127 178

インチ 5 5H（1） 7

`aバルブステム_
mm 25.4 または 31.8 31.8 50.8

インチ 1 または 1-1/4 1‐1/4 2

!b(cdeスラスト

)*+,-. すべて/,-.

N 62942 88075 200170

lb 14150 19800 45000

!bトラベル
mm 76 102

インチ 3 4

アクチュエータサイジング=の!bケーシング'e

)*+,-. すべて/,-.

bar 3.4 4.9 6.9

psig 50 70 100

!bダイヤフラムケーシング'e（2）
bar 4.1 5.5 7.9

psig 60 80 115

0iの1jk�
°C -40～82

°F -40～180

'e��� 1/4 NPT メス

3456（ハンドホイールなし）
kg 234 346

lb 515 762

1. 5いアクチュエータとボンネットのボルト7め。
2. この!bケーシング'eは、8mの/n'eとしてはo�できません。 

� 2. Fisher 657 アクチュエータの/0� 

スプリングが6ち�げる

78がステムを:し;げる

AF3833-A 

A0792‐2 

��
657 qアクチュエータ（r 1）は、�9sの:nB/にo�される;n$スプリング`tダイヤフラムアクチュエータで
す。 アクチュエータでのバルブプラグのu�は、ダイヤフラムにかかる<=ローディング'eのvwに`aします。
r 2 はアクチュエータのn/を>します。 

657 アクチュエータには、トップマウント$またはサイドマウント$（サイズ 80 のみ）のハンドホイールアセンブリのい
ずれかをx?することができます。トップマウント$ハンドホイールアセンブリは8m、��+�アップ・トラベル・ス
トップとしてo�されます。サイズ 100 のトップマウント$ハンドホイールは、@yKnアクチュエータとしてo�でき
ます。サイドマウント$ハンドホイールアセンブリは8m、@yのKn�アクチュエータとしてo�されます。
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��
657 アクチュエータの��については、A 1 を>�してください。BzのアクチュエータにCする23については、アクチ
ュエータのネームプレートを>�してください。 

<=>?の@
について

657 アクチュエータのケーシングとダイヤフラムはには<='が|かっており、この<='がスプリングの'D、アクチュ
エータのストロークn/をEうeを�}します。H~の��は、657 アクチュエータの!b'e�FについてG?していま
す。!b�は、ネームプレート、H�タグ、A 1 を>�してください。 

� アクチュエータサイジングBの<=ケーシング>?: これは、アクチュエータを/nさせ、アンバランスqのeを�I
し、シートJ5を56するためにK�できる!b'eとzLされます。 

� <=ダイヤフラムケーシング>: ダイヤフラムのケーシング'eがMNしている�Tは、ダイヤフラム、ケーシング、
またはアクチュエータが��することがあります。この'eは、8mの/n'eとしてはo�できません。 

  ��

����や�Eの��を�けるため、, 1 の<=ダイヤフラムケーシング>?を�えないでください。<=�$アクチュエ
ータF?スラストまたは<=�$ステムH
よりも=きい<=ダイヤフラムケーシング>?を、アクチュエータステムにか
けないようにしてください。 

(りIけ

  ��

(りIけJKをLう�は、����を��するために、M�NO、M�PQR、M�S�をTずUPしてください。

プロセスでXPされるYZからのM�のためにT�な�[\]については、お^.のブロセス`aまたは��`aにb�し
てください。

cdのアプリケーションに(りIけるfgは、この()�*+の「メンテナンス」セクションのj�にある「WARNING
（��）」をklしてください。

アクチュエータとバルブ��が�OにP-されている�T、アクチュエータは8mバルブに�り�けられています。コント
ロールバルブをパイプラインに��する�Tは、バルブ��の�����に�ってください。アクチュエータがバルブと=
々にP-される�T、あるいはアクチュエータをバルブに�り�けることが?�な�Tは、H~に��するアクチュエータ
の�り�けK�をJEしてください。

�り�けバルブu�QめR�のSTについては、U�するバルブu�QめR�の�����を>�してください。

アクチュエータの�り�け
1. アクチュエータスプリングを��できるようにするには、サイズ 100 のアクチュエータをバルブ��の�の�;u�に�

り�ける?�があります。バルブボンネット�にアクチュエータをRVします。�Wねじを��し、�Wナットを7めて
、アクチュエータをボンネットに�zします。
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2. バルブ・ステム・ロックナット（キー 16、r 4）をバルブステムのネジに!�までねじXみます。 

3. ダイヤフラムケーシングに<=6Yを��します。

4. �し~げZバルブの�Tは、バルブプラグがシート�にあることを[\してください。アクチュエータステムが��に�
�するように'eをかけます。アクチュエータのローディング'eを]らし、ステムを^ 3.2 mm（1/8 インチ）�_させ
ます。

5. �し~げ`バルブの�Tは、バルブプラグをZu�にnかします。bきな��サイズでは、��のライン`��からバー
ルを��してo�する?�があります。��がパイプラインに�り�けられている�Tは、~�フランジ（o�している
�T）を�りIし、バルブプラグを~�`��からシートに�しXむことができます。アクチュエータに'eをかけ、
ステムを 3.2 mm（1/8 インチ）Iにnかします。

  ��

mnoに�Eのpきが@qrsになることによる����を�けるために、ステムコネクタにスプリング>?やローディン
グ>?が[わっているときは、ステムコネクタのw�ねじをxめないでください。

��

バルブステムとアクチュエータステムのz{がステムコネクタにb|に}みIいていないと、ねじ~のつぶれや��なJp
がn�するおそれがあります。ステムコネクタに��された�ステムの�さがそのステムの����であることをb�して
ください。

6. アクチュエータとバルブ・プラグ・ステムを、2 つのステムコネクタのa bのcにクランプします（キー 26、r 4）。
ステムコネクタの�Wねじを��して7め�けます。 

7. ステムロックナットをステムコネクタに8します。

8. トラベル・インジケータ・スケール（キー 18、r 4 と5）を��してバルブu�をA>します。 

ローディング��
1. ローディング'eのdeをダイヤフラムケーシングの��に��します。

2. ?�にaじて 1/4 インチブッシング（キー 33、r 4およびキー 120、r 5）を�りIし、��サイズをbきくします。
パイプ、チューブのいずれかでの��が+�です。 

3. ����での�fのgれを�hできるように、チューブやパイプのiさはできるFりjくしてください。アクセサリー
（ボリュームブースターやバルブポジショナなど）をo�する�Tは、アクチュエータにK に��されていること[\
してください。?�な�T、u�QめR�の�����を>�してください。

4. アクチュエータを¡�/nさせて、バルブステムのトラベルがkしく、かつダイヤフラムにkしいl¢の'eがかかった
ときにトラベルがmnすることを[\してください。

5. バルブステムのトラベルがkしくない�Tは、��セクションのトラベルK�を>�してください。

6. 'el¢がkしくない�Tは、��セクションのスプリングK�を>�してください。

��

トラベル
アクチュエータトラベル£にopされたnきが、アクチュエータのネームプレートに¤¥されているトラベルとqなる�T
は、トラベル��をEいます。アクチュエータの�り�けK�がkしくEわれた�T、この��は?�ないはずです。
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rn/（�し~げ`）バルブのトラベルを��する�Tは、アクチュエータダイヤフラムに¦し'eをかけてください。
これでバルブプラグがシートからsnし、��£にバルブプラグやシートが��する+�kが§くなります。

1. ステムロックナットをステムコネクタからtして、ステムコネクタの�Wねじを¦しuめます。

��

バルブステムにレンチなどの��を��XPしないでください。ステム,�が��し、その��バルブパッキンが��する
�s�があります。

2. ロックナットをレンチをo�して�Oに7め�け、vにバルブステムをステムコネクタにねじXんでトラベルをiくする
か、ステムコネクタからdしてトラベルをjくします。

3. アクチュエータを�w って/nさせ、トラベルを[\します。Jxのトラベルが¨zのトラベルとaしくない�Tは、
kしくなるまでトラベルを��し、[\してください。kしいトラベルが©られたら、ステムコネクタの�Wねじを7め
ます。

4. ステムロックナットをステムコネクタに8して、トラベル・インジケータ・ディスクを�げます。

スプリング
¨zされたトラベルをyªするためにK�されるローディング'el¢が、アクチュエータのネームプレートに¤¥された
'el¢とaしくない�Tは、スプリング��をEいます。バルブに'eがなく、パッキンがボンネットにuく��されて
いる�Tは、ネームプレートのベンチセット'el¢を>�してください。バルブがBzの'e§~を��し、パッキンを
7めてステム«zの{れを|めている�Tは、ネームプレートの!b(c6Yを>�してください。

��をEうxは、ローディング'eを¬5にモニタリングしてください。ローディングレギュレータまたはアクチュエータ
ケーシングの'e��をMえないようにしてください。

°アクチュエータスプリングには�z'eスパンがあります。スプリング'Dをv}すると、スパンが�または~にsn
し、バルブのトラベルがローディング'el¢と�~するようになります。

サイズ 80

カバーバンド（キー 60、r 4）をIし、;_^ 12.7 mm（1/2 インチ）のロッドを��ねじ（キー12、r 4）の�に��
し、ロッドで��ねじを��させます。ねじを²から³に��させると、アクチュエータステムのトラベルを`´するため
に?�なローディング'eが�まります。rに��させると、トラベルを`´するために?�な'eが]¦します。 

サイズ 100

��

スプリングを��する�は、スラストベアリング（キー 35、� 5）の��を�け、��にT�なスペーサを��に��する
ため、アクチュエータを��に��するT�があります。 

�い�（キー 107、r 5）を�りIし、ジャムナット（キー 115、r 5）をuめます。 
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� 3. スプリング��P�� B 

;�ダイヤフラムケーシング

スプリングシート

ジャムナット

��Pナット

A0950‐1

B

スプリングeが¶さい�Tは、���ナット（キー 114、r 5）を��させて��できます。���ナットを（ダイヤフラ
ムケーシングから�て）���りに��させると、アクチュエータステムのトラベルを`´するのに?�なローディング'
eが�まり、·���りに��させると、トラベルを`´するために?�な'eが]¦します。��が�¸したらジャムナ
ットを7めます。 

スプリングeがbきい�Tは、~�ダイヤフラムケーシングとスプリングシートのcにスペーサをo�して、���ナット
からスプリングeを�tする?�があります。

  ��

>�されたアクチュエータスプリングが�の�さに�ることによる����を�けるため、�;のN�に�ってスペーサを
J し、XPしてください。

����を�けるため、�;のN�の¡¢に�い、Nや��をスプリングやスプリングシートに づけないでください。

1. 3 つのスペーサは、3 インチスケジュール 80 パイプをステップ 2 で¨zするK なiさに ってo�することをおºめ
します。»¼0iHIの0iをo�する�Tは、スペーサがC½するスプリングeに�えることができることを[\して
ください。スペーサはaしいiさで、¾�はk¿Àにカットしなければなりません。

2. r 3 に>すように、Á� B をpzします。スペーサの ÂiはH~のとおりです。 

a. スプリング'DをÃめる?�がある�Tは、スペーサをÁ� B よりも^ 4.8 mm（3/16 インチ）iくしてください。

b. スプリング'Dを�める?�がある�Tは、スペーサを、Á� B に?�な��6を�したものか、またはÁ� B と
バルブトラベルを�したもののいずれか¶さい¿よりも、^ 4.8 mm（3/16 インチ）jくしてください。

3. ?�な��のT�6がバルブトラベルよりbきい�Tは、2 つH�のステップで��をEう?�があり、°ステップで�
る��の6はバルブトラベルよりも¶さくする?�があります。

4. アクチュエータに'eをかけてトラベルを��にyªします。スプリングシートの«¢にスペーサをac�に¬5に��
します（キー 11、r 5）。スペーサはo�£にkしくVÄしていないと、Pzのu�からIれるおそれがあります。スプ
リングとスプリングシートにKやÅÆを�づけないようにして、スプリングのeがスプリングシートと~�ダイヤフラム
ケーシングのcでスペーサをしっかりと�Eするまで（キー 5、r 5）、ローディング'eをゆっくりと]¦させます。 
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5. ジャムナットをuめます。���ナットは（ダイヤフラムケーシングから�て）���りに��させると、アクチュエー
タステムのトラベルを`´するのに?�なローディング'eが�まり、·���りに��させると、トラベルを`´する
ために?�な'eが]¦します。

6. アクチュエータに'eをかけて、スプリングシートをスペーサから�ざけ、スペーサを¬5に�りIします。

7. ?�なT���がバルブトラベルよりbきい�Tは、K�を�り�します。ÇしいÁ� B と、?�な�りの��またはバ
ルブトラベルのいずれか¶さい¿をo�して、Çしいスペーサを/ªする?�があります。��が�¸したらジャムナッ
トを7めます。

M'

  ��

mnoなプロセス>?の£F・¥8やパーツの§¨による����や��の��を�けてください。メンテナンスJKを©
めるªに、�の«に��してください。 

� バルブ#に>?が¬っている!は、バルブからアクチュエータを(り­さないでください。

� ����を��するため、メンテナンスJKをLなう�は、M�PのNO、QR、S�をTずUPしてください。

� アクチュエータに78>、"®あるいは@q¯°を±²するすべての³J´を­してください。アクチュエータによる
バルブのµな#$が�じないことをb�してください。 

� バイパスバルブをXPするか、プロセスを¶�に·¸してバルブをプロセス>?から%&してください。プロセス>?
をバルブのz¹から£F・¥8してください。バルブのz¹からプロセスYZを¥Fしてください。 

� アクチュエータのローディング>?を£F・¥8し、アクチュエータスプリングのº»>�を�£します。 

� ロックアウトN�を|Lして、½¾でJK¿に�'のÀ�がÁÂoにÃÄであることをb�してください。 

� バルブパッキンボックスには、バルブをパイプラインから
り�した�でも、[>されたプロセスYZが¬っているこ
とがあります。パッキンボックス�のÆ �Eやパッキンリングを(り­す�、またはパッキンボックスのパイププラ
グをxめる�に、プロセスYZがÇきFすことがあります。 

� プロセスでXPされるYZからのM�のためにT�な�[\]については、お^.のブロセス`aまたは��`aにb
�してください。

��K�は、アクチュエータ（サイズ 80 および 100）、サイドマウント$ハンドホイールアセンブリ（Knオペレーター）、
�'スナバー、およびトップマウント$ハンドホイールアセンブリ（��+�アップ・トラベル・ストップ）の 4 つのセクシ
ョンに かれています。

アクチュエータ
このK�では、アクチュエータを��に 	し、Éj
み�てる¿�が��されます。��またはÊ"が?�な�Tは、
/�に?�な� だけを 	し、�いて、K なK�で
み�てを`´します。

キー��は、サイズ 80 のアクチュエータはr 4 を、サイズ 100 のアクチュエータはr 5 を>�してください。 

サイズ 80 È�
1. コントロールバルブをバイパスします。ローディング'eをb='まで~げて、ダイヤフラムケーシング��（キー 1）

からチューブまたはパイプを�りIします。
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  ��

Éªに>�されたスプリングの?で��ダイヤフラムケーシング（キー 1）がアクチュエータから:し&れることによる�
���を(¸するため、ばねの>�を�£して（ステップ 2、;'）、��%くケーシングのw�ねじ（キー 22）を(り­
します（ステップ 4、;'）。

2. カバーバンド（キー 60）を�りIします。;_^ 12.7 mm（1/2 インチ）のロッドを��ねじ（キー 12）の�に��し
、スプリングの'Dが�]されるまで��ねじを³から²に��させます。アクチュエータにハンドホイールがある�T
は、·���りに��させ、すべてのスプリングの'Dを�]します。

3. ?�にaじて、ステムコネクタ（キー 26）から 2 �の�WねじをIし、アクチュエータとボンネットのボルトを�りI
せば、アクチュエータ��をバルブ��から�りIすことができます。

4. ダイヤフラムケーシングの�Wねじとナット（キー 22 と 23）を�りIし、��ダイヤフラムケーシング（キー 1）をE
ち�げてIします。

5. ªÀダイヤフラム（キー 2）を�りIします。

6. スナバがないアクチュエータの�Tは、ダイヤフラムプレートとステム（キー 4 とキー 10）をアセンブリとして�りI
します。?�にaじて、このアセンブリは�Wねじ（キー 3）を�りIすとさらに 	することができます。

7. スナバ�きアクチュエータ（r 7 を>�）の�Tは、�Wねじ（キー 3）を�りIし、ダイヤフラムプレート（キー 4）
を�りIします。ステムコネクタ（キー 26）を�りIします。�Wねじ（キー 85）をIし、シリンダアセンブリ
（キー 74）、�り�けたステム、��シート（キー 10 と 90）をアクチュエータから�りIします。 

スナバを 	するには:

a. ピストン/ピストンロッドのアセンブリ（キー 27）からステムをIします。

b. �zリング、シリンダーヘッド、ピストン/ピストンロッドのアセンブリ（キー 76、75、27）を�りIします。?�に
aじて、パッキンと O リング（キー 103、104、77、105）をÌÍします。

8. アクチュエータスプリング、��スリーブ、スプリングシート（キー 6、34、11）を�りIします。

9. �Wねじとナット（キー 62 と 63）をIし、スプリングケース（キー 29）を�りIします。サイドマウント$ハンドホ
イール�きユニットの�Wねじ（キー 62）は、�Wナット（キー 63）をo�しません。

10.サイドマウント$ハンドホイールのないアクチュエータの�Tは、��フランジ（キー 36）と�り�けたスラストベア
リングと��ねじ（キー 35 と 12）を�りIします。

11.サイドマウント$ハンドホイール�きアクチュエータ（r 7）の�Tは、�Wねじ（キー 64）をIし、��フランジ
（キー 36）と�り�けたスラストベアリングと��ねじ（キー 35 と 12）を�りIします。キー（キー 47）をÏくさ
ないようにしてください。 

サイズ 80 }みÊて
1. ��フランジ（キー 36）のねじÐに�き�き�|��Ñ（キー 244）をÒÓします。��フランジ、��ねじ、スラスト
ベアリング（キー 36、12、35）をÌÍします。ベアリングにリチウムグリース��ÑをÔÕします（キー 241）。

サイドマウント$ハンドホイール�きアクチュエータの�T、キー（キー 47）を��フランジ（キー 36）に�り�けます
。��フランジのねじÐに�き�き�|��ÑをÒÓします。��フランジを�り�け、キーが~�スリーブのスロットに
かみTうようにします。��フランジを�Wねじ（キー 64）でしっかりと�zします。|めねじ（キー 40、r 7）を��
し、ハンドホイールベアリングの�びをÖ�します。 

�'

|めねじを7め�けNぎると、ハンドホイールのB/が×�になります。

2. �Wねじと�Wナット（キー 62 と 63）をo�して、スプリングケース（キー 29）をヨーク（キー 9）に�り�けます
。
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3. ~Øのスプリングシート（キー 11）をu�Qめし、アクチュエータスプリング（キー 6）をスプリングシート�にk[に
スライドさせます。

4. ダイヤフラムプレートとアクチュエータステム（キー 4 と 10）が tされているときは、�Wねじ（キー 3）をoって
¾�を�zし、544 N�m（400 lbf�ft）のトルクで7め�けます。 

Ë>スナバのないアクチュエータのfg、��スリーブ（キー 34）をアクチュエータステムにスライドさせ、スプリング
（キー 6）がダイヤフラムプレートとスプリングシート（キー 11）のcにぴったりとÙまるように、��スリーブ、アクチ
ュエータステム、ダイヤフラムプレートをスプリングケース（キー 29）にスライドさせます。 

スナバIきアクチュエータのfg、アクチュエータステムと��スプリングシート（キー 10 と 90）をピストン/ピストンロ
ッドのアセンブリ（キー 27）にねじXみます。スナバアセンブリと�り�けたアクチュエータステムを、��スリーブ、スプ
リングケースのアダプタ、スプリングケース（キー 34、72、29）に�り�けます。�Wねじ（キー 85）で�zします。 

5. ダイヤフラム（キー 2）のパターン&をダイヤフラムプレート（キー 4）からtすようにd�します。ダイヤフラムと~
�ダイヤフラムケーシング（キー 5）の�をÚえます。

6. ��ダイヤフラムケーシング（キー 1）をダイヤフラム（キー 2）にd�して、�のu�をTわせます。

�'

��でアクチュエータダイヤフラムをÌÍする�T、ダイヤフラムケーシングボルトの7め�けは、{れを�|できるだけ
のÛ なJ5で、かつ、�0が��しない�jでEうように�Üしてください。サイズ 80 および 100 アクチュエータに
は、Knトルクレンチをo�してH~の7め�けK�をJ�してください。

��

ダイヤフラムケーシングのw�ねじとナットをÌめ)ぎると、ダイヤフラムを§�する�s�があります。ダイヤフラムの
Í*にÎじて、�;の<=トルクÏを�えないようにしてください。

EPDM/メタアラミド: 95 N�m（70 lbf�ft）ニトリル、シリコン、FKM（フルオロカーボン）/メタアラミド: 
68 N�m（50 lbf�ft） 

, 2. <=トルクÏ 

ダイヤフラムのÍ*
º»トルク 

N�m（lbf�ft） 
<Ôトルク 

N�m（lbf�ft） 

EPDM/メタアラミド 41（30） 82, +/-13（60, +/-10）

ニトリル、シリコン、FKM/メタアラミド 34（25） 68（50）

�'

これらのボルトとナットには��Ñをo�しないでください。ボルトとナットは ¡で、Þ¢したものである?�があり
ます。

7. �Wねじ（キー 22）をダイヤフラムケーシングに��して、vの¿�で�Wナット（キー 23）を7めます。4 �の�W
ナットを!ßは;_¿tのtかいTうØを、vに 90 jずらして、o�するダイヤフラム0�のA 2 にあるß£トルク�
で7め�けます。 

8. �りの�Wナットを���りに、Ûàqに、o�するダイヤフラム0�のA 2 にあるß£トルク�で7め�けます。 

9. 4 �の�Wナットをまず;_¿tのtかいTうØを、vに 90 jずらして、o�するダイヤフラム0�のA 2 で¨zされ
ている!¤トルク�で7め�け、このK�を�り�します。 
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10.�りの�Wナットを���りに、Ûàqに、o�するダイヤフラム0�のA 2 で¨zされている!¤トルク�で7め�
けます。 

11.!�の�Wナットを7め�けた�、Éj7め�けをEいます。この�、ボルトのáÀをáの�に、o�するダイヤフラム
0iのA 2 で¨zされている!¤トルク�で7め�けます。 

12.7め�けが�¸したら、それH�の7め�けはEわないことが»¼されます。

13.「��」セクションのK�に�って、アクチュエータをバルブにRVします。

サイズ 100 È�

G?されている�Tを�き、vのK�âでo�されるキー��はr 5 に>されています。 

�'

サイズ 100 の 2 つの-.バリエーションは、スプリングのiさにãづいています。グループ 1 スプリングの:¥iは 
845 mm（33-1/4 インチ）、グループ 2 スプリングの:¥iは 419 mm（16-1/2 インチ）です。

  ��

Éªに>�されたスプリングの?で��ダイヤフラムケーシング（キー 1）がアクチュエータから:し&れることによる�
���を(¸するため、ばねの>�を�£して（ステップ 1、;'）、��%くケーシングのw�ねじ（キー 22）を(り­
します（ステップ 7、;'）。

1. �い�（キー 107）を�りIし、ジャムナット（キー 115）をuめ、スプリング'Dが�]されるまで���ナット
（キー 114）を��させます。

�'

スプリングeが�い�Tにスプリング'Dを�]するには、「アクチュエータスプリングの��」セクションを>�し、
スプリングeがbきいサイズ 100 アクチュエータにCする¨>に�ってください。

2. ダイヤフラムケーシングの��から'eチューブまたはパイプを�りIします。

3. トップマウント$ハンドホイールをäえたアクチュエータの�Tは、ハンドホイール（キー 51、r 8）を·���りに
できるだけ��させ、�Wねじ（キー 109、r 5）をIし、ハンドホイールとギアケースのアセンブリ（キー 65、r 8）
を�りIします。 

4. トップマウント$ハンドホイールのないアクチュエータの�Tは、�Wねじ（キー 109）をIし、ダイヤフラムケーシン
グのカバー（キー 123）を�りIします。

5. ?�な�Tは、ステムコネクタ（キー 26）を tし、アクチュエータとボンネットcのボルトをIして、アクチュエータ
をバルブ��から�りIしてください。ステムロックナット（キー 16）をuめ、4 <の�WねじをIしてステムコネクタ
を tします。

6. アクチュエータのステムエクステンション（キー 116）を�りIします。

7. �Wねじ（キー 22）をIし、��ダイヤフラムケーシング（キー 1）を�りIします。

8. バックアッププレート、ダイヤフラムリテーナ、ダイヤフラム、ダイヤフラムプレート、ワッシャ（キー 13、110、2、
4、117）を�りIします。

9. ~�ダイヤフラムケーシング（キー 5）をアクチュエータのタイロッド（キー 21）に�り�けるナットをIします。

10.~�ダイヤフラムケーシングをタイロッドから�りIし、�Wジャムナットを�りIし、ナットのスラストベアリング
（グループ 1 スプリングのみをo�）、スプリングシート（キー 115、114、35、11）を��します。



()�*+ 

D100307X0JP

657 サイズ 80 および 100 アクチュエータ
2017 V 6 #

11

11.シールブッシュ（キー 111）とダイヤフラムケーシングのカバー O リング（キー 112 とキー 113）を��ダイヤフラム
ケーシング（キー 123）から�りIします。?�にaじてÇしい�-とÌÍします。O リングにリチウムグリース��Ñ
をÒÓします。

12.アクチュエータスプリング（キー 6）を�りIします。

サイズ 100 }みÊて

�'

グループ 2 スプリングをo�するユニットには、スプリング（キー 6）の°�に 1 つのスプリングシート（キー 11）が?
�です。グループ 1 スプリングをo�するユニットには、r 5 に>すように、スプリングのダイヤフラム��に?�なス
プリングシートは 1 つのみです。 

1. スプリンとスプリングシート（キー 6 と 11）をスプリングケースのâØにd�します。

2. グループ 1 スプリングをo�するアクチュエータの�T、スラストベアリング（キー 35）をリチウムグリース��Ñ
（キー 241）をÔÕします。ベアリングをスプリングシートに�り�けます。

3. �Wジャムナットと���ナット（キー 115 と 114）をアクチュエータステムにねじXみます。

4. ~�ダイヤフラムケーシング（キー 5）をアクチュエータのタイロッド（キー 21）に�り�けます。�Wナットで�zし
ます。

�'

ダイヤフラムプレート（キー 4）を�り�けるMに、アクチュエータステムの��が~�ケーシング（キー 5）のâ&から 
264 mm（10-3/8 インチ）�になるまで、���ナット（キー 114）を��させます。

ダイヤフラム（キー 2）を�り�けるxは、ダイヤフラムのゴムØがスプリングと·`Øをtいていることを[\してくだ
さい。

��

+Eの��を�けるため、ダイヤフラムのÕをÖらかにしてしわをなくし、��ケーシング（キー 1）を(りIけたときに
ダイヤフラムの×った�ÈがØまらないように��してください。

5. ワッシャ、ダイヤフラムプレート、ダイヤフラム、ダイヤフラムリテーナ、バックアッププレート（キー 117、4、2、
110、13）を�り�けます。

6. アクチュエータステム（キー 10）のダイヤフラム��のねじにリチウムグリース��Ñ（キー 241）をÒÓします。

7. ��ダイヤフラムケーシング（キー 1）をダイヤフラム（キー 2）にd�して、�のu�をTわせます。

�'

バックアッププレート（キー 13）が��ケーシングの�り�けとç¦する�Tは、���ナット（キー 114）を��させて
プレートをnかします。

�'

��でアクチュエータダイヤフラムをÌÍする�T、ダイヤフラムケーシングボルトの7め�けは、{れを�|できるだ
けのÛ なJ5で、かつ、�0が��しない�jでEうように�Üしてください。サイズ 80 および 100 アクチュエータ
には、Knトルクレンチをo�してH~の7め�けK�をJ�してください。
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��

ダイヤフラムケーシングのw�ねじとナットをÌめ)ぎると、ダイヤフラムを§�する�s�があります。ÌめIけトルク
は 68 N�m（50 lbf�ft）を�えないようにしてください。 

�'

これらのボルトとナットには��Ñをo�しないでください。ボルトとナットは ¡で、Þ¢したものである?�があり
ます。

8. ボルト（キー 22）を��して、vの¿�で�Wナット（キー 23）を7めます。4 �の�Wナットを!ßは;_¿tのt
かいTうØを、vに 90 jずらして、34 N�m（25 lbf�ft）で7め�けます。 

9. �りの�Wナットを���りに、Ûàqに 34 N�m（25 lbf�ft）で7め�けます。 

10. 4 �の�Wナットをまず;_¿tのtかいTうØを、vに 90 jずらして 68 N�m（50 lbf�ft）のトルクで7め�け、
このK�を�り�します。 

11.�りの�Wナットを���りに、Ûàqに 68 N�m（50 lbf�ft）で7め�けます。 

12.!�の�Wナットを 68 N�m（50 lbf�ft）で7めた�、�Wナットすべてをá«�りに 68 N�m（50 lbf�ft）でÉj7め
�けます。 

13.7め�けが�¸したら、それH�の7め�けはEわないことが»¼されます。

14.アクチュエータステムのエクステンション（キー 116）、ダイヤフラムケーシングのカバー O リング（キー 112 と 
113）、シールブッシュ（キー 111）を�り�けます。ギアケースカバー（キー 123）またはハンドホイールアセンブリ
を�り�けます（r 8 を>�）。 

15.アクチュエータをバルブに�り�け、アクチュエータとボンネットのボルトで�zします。アクチュエータステムをバル
ブ・プラグ・ステムに��するには、「��」セクションを>�してください。

サイズ 80 サイドマウント$ハンドホイール
サイドマウント$ハンドホイールアセンブリ（r 7）は8m、Kn�オペレータとしてo�します。ハンドホイールは、バ
ルブプラグのn/にC½なく、·���りの��がmにバルブを`くよう、2 つのu�のいずれかに�り�けることができ
ます。アセンブリは、ニュートラルのu�をA>するインジケータをäえた§���qです。ハンドホイールをニュートラ
ルから�ざかる¿tに��させ、どちらかの¿tにトラベルを�Fすることができますが、¾¿tをè�に�Fすることは
できません。 

ギアボックスには、¨�グリースでz£©にギアを��するグリースフィッティングがRäされています。

~Gの��では、��な 	とÉ
み�けのK�が>されます。?�なメンテナンスを�¸するのに?�な 	だけをJE
し、�いて、K なK�で
み�てを`´してください。

キー��については、r 7 を>�してください。 

È�
1. サイズ 80 アクチュエータセクションの 	� のステップ 1～9 を�¸します。

2. �Wねじ（キー 64）をIし、��フランジ（キー 36）を�りIします。キー（キー 47）をÏくさないようにしてくださ
い。

3. 2 �のねじ（キー 28）をIし、トラベルストップのインジケータ（キー 58）を~�スリーブ（キー 46）から�りIし
ます。

4. ハンドホイール（キー 51）を�して、~�スリーブを�げます。~�スリーブにウォームギア（キー 44）が½Tしなく
なるまでハンドホイールを�し�けます。~�スリーブ、ベアリング、ギアリテーナ、スラストベアリング、ウォームギ
ア（キー 46、66、67、44）をEち�げます。

5. ウォームシャフト（キー 45）とC§�-は、ÌÍや��ÑのÒÓのために�りIすことができます。まず、ハンドホイー
ルキャップ（キー 54）とハンドホイール（キー 51）を�りIします。¶さなボールやばね（キー 55 と 56）をªÏしな
いように�Üしてください。
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6. 2 �の|めねじ（キー 41）をuめ、2 つのウォームリテーナ（キー 48 と 49）をIします。ボールベアリング
（キー 50）はリテーナとêに�りdされます。ウォームシャフト（キー 45）を�りIします。

}みÊて
1. ボールベアリング（キー 50）にリチウムグリース��ÑをÔÕして、r 7（Â& C‐C）に>すようにバックのウォーム
リテーナ（キー 49）にボールベアリング 1 <を��します。 

2. バック・ウォーム・リテーナとボールベアリング（キー 49 と 50）をギアケースにねじXみます。ウォームリテーナのス
ロットをギアケースのねじ�にTわせてから、|めねじ（キー 41）をねじXんでこれを�zします。

3. �き�き�|��Ñ（キー 244）をウォームシャフト（キー 45）のねじÐにÒÓして、シャフトの��がバック・ウォー
ム・リテーナにきちんとÙまるように、シャフトをギアケースにスライドさせます。

4. フロント・ウォーム・リテーナ（キー 48）にベアリングを��して、リテーナとボールベアリングをギアケースにねじ
Xみます。リテーナのスロットをギアケースのねじ�にTわせてから、|めねじ（キー 41）をねじXんでこれを�zし
ます。

5. ばねとボール（キー 56 と 55）をハンドホイール（キー 51）にセットします。ハンドホイールをウォームシャフト
（キー 45）に��します。ハンドホイールのキャップ（キー 54）をウォームシャフトにねじXみます。

6. 2 つのスラストベアリング（キー 67）にリチウムグリース��ÑをÔÕします。1 つのスラストベアリングを�り�けま
す。それからウォームギヤ（キー 44）を�り�け、vに 2 �«のスラストベアリングとベアリングおよびギアリテーナ
（キー 66）を�り�けます。

7. ~�スリーブ（キー 46）には、¬¿の��に 2 つのねじ�が�いています。スリーブのねじÐにリチウムグリース��
ÑをÒÓし、�のあいた~�スリーブの�をスラストベアリング（キー 67）にスライドさせ、ハンドホイールを�し、
スリーブをウォームギアを8してfりXみます。~�スリーブがギアケースから­dするまでハンドホイールの��を
�けます。トラベルストップのインジケータ（キー 58）を、2 �の¶ねじ（キー 28）でスリーブに�zします。

8. キー（キー 47）を��フランジ（キー 36）に�り�けます。��フランジのねじÐに�き�き�|��ÑをÒります
（キー 244）。��フランジを�り�け、キーが~�スリーブのスロットにかみTうようにします。��フランジを�
Wねじ（キー 64）でしっかりと�zします。

9. |めねじ（キー 40）を��し、ベアリングの�びをÖ�します。

�'

|めねじを7め�けNぎると、ハンドホイールのB/が×�になります。

10.��ねじとスラストベアリング（キー 12 と 35）を�り�けます。ベアリングにリチウムグリース��Ñ（キー 241）
をÒÓし、r 7 に>すように�り�けます。 

11.スプリングケース（キー 29）をPzのu�にスライドさせて、�Wねじ（キー 62）で�zします。

12.サイズ 80 アクチュエータアセンブリのセクションのステップ 3 ～ 8 を�¸します。

サイズ 80 �'スナバ
サイズ 80 657 は、r 7 に>すように�'スナバをo�でき、アクチュエータステムのnきの�;¿tのëìzkをÃめま
す。スナバの��は、��ねじ（キー 83、r 7）をリザーバ（キー 79、r 7）のIに·���りに�してダンピングn/
をîïさせ、また���りに�してダンピングn/を]¦させてEいます。³Øの��ねじ（r 7 のÂ& B-B の 2 つの�
�ねじの~Øのもの）は~¿tのダンピングn/を��し、²Øのねじは�¿tのダウンピングn/を®�します。 

サイズ 80 トップマウント$ハンドホイール（��+�なアップ・ト
ラベル・ストップ） 

��

,-ÙまたはÚ�oなNp³JがÛ�されていて、アクチュエータにケーシングマウントÜトラベルストップやトップマウ
ントÜハンドホイールがß�されているfg、ダイヤフラムが)Ùにàáする�s�があります。
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アクチュエータには、Np³Jでの-âなXPをãäして�.されたサイドマウントÜハンドホイールをß�するT�があ
ります。

トップマウント$ハンドホイールアセンブリは8m、アクチュエータステムの��なðきXみを�Fする��+�アップ・
トラベル・ストップとしてo�されます。ハンドホイールを���りに�すと、ハンドホイールステム（キー 133、r 6）
がダイヤフラムケーシングâに�り、'eブロックアセンブリ（キー 179、r 6）がダイヤフラムとダイヤフラムプレート
に�し�けられます。~Gの��では、��な 	とÉ
み�けのK�が>されます。?�なメンテナンスを�¸するのに
?�な 	だけをJEし、�いて、K なK�で
み�てを`´してください。 

キー��は、アクチュエータ�-についてはr 4 を、ハンドホイール�-についてはr 6 を>�してください。 

È�
1. コントロールバルブをバイパスします。ローディング'eをb='まで~げて、ダイヤフラムケーシング（キー 1）から
チューブやパイプを�りIします。

  ��

Éªに>�されたスプリングの?で��ダイヤフラムケーシング（キー 1）がアクチュエータから:し&れることによる�
���を(¸するため、ばねの>�を�£して（ステップ 2、;'）、��%くケーシングのw�ねじ（キー 141）を(り
­します（ステップ 3、;'）。

2. カバーバンド（キー 60）を�りIします。;_^ 12.7 mm（1/2 インチ）のロッドを��ねじ（キー 12）の�に��し
、スプリングの'Dが�]されるまで��ねじを³から²に��させます。ハンドホイールを��させて、アクチュエー
タスプリングが'Dされていないことを[\します。

3. �Wねじ（キー 141）をIし、ハンドホイールアセンブリを�りIします。

4. �Wナット（キー 54）を�りIし、ハンドホイールをEち�げてIします。

5. サポートねじ（キー 182）をIし、'eブロック、ステム、ステムカラー、スラストベアリング（キー 179、133、183、
175）を�りIします。

6. ��ナット（キー 186）をIし、グランド（キー 180）を�りIします。?�にaじて、パッキンリング（キー 181）
を�りIしてÌÍします。

}みÊて
1. Çしいパッキンリングとグランド（キー 181 と 180）を�り�け、��ナット（キー 186）を��にねじXみます。

2. スラストベアリングとステム（キー 175 と 133）にリチウムグリース��Ñ（キー 241）をÒÓします。ステム、ステ
ムカラー、スラストベアリング、'eブロック（キー 133、183、175、179）をr 6 に>すように��にスライドさせ、
サポートねじ（キー 182）を�り�けます。 

3. ハンドホイールと�Wナット（キー 51 と 54）を�り�けます。

4. Çしいハンドホイールガスケット（キー 185）を�り�けます。

5. ハンドホイールアセンブリをダイヤフラムケーシングに�り�け、�Wねじ（キー 141）で�zします。

6. アクチュエータケーシングに'eチューブや'eパイプをÉ��します。

サイズ 100 トップマウント$ハンドホイール（��+�なアップ・ト
ラベル・ストップ） 
トップマウント$ハンドホイールアセンブリは8m、アクチュエータステムの��なðきXみを�Fする��+�アップ・
トラベル・ストップとしてo�されます。ハンドホイール（キー 51）を���りに��させると、アクチュエータステム
（キー 10）が~にsnしてスプリング（キー 6）が'Dされます。ハンドホイールを·���りに�すと、スプリングのn
きでステムがòります。~Gの��では、��な 	とÉ
み�けのK�が>されます。?�なメンテナンスを�¸するの
に?�な 	だけをJEし、�いて、K なK�で
み�てを`´してください。
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キー��は、アクチュエータ�-についてはr 5 を、ハンドホイール�-についてはr 8 を>�してください。 

È�
1. コントロールバルブをバイパスします。ローディング'eをb='まで~げて（「メンテナンス」セクションを>�）、
ダイヤフラムケーシングからチューブやパイプを�りIします。

  ��

Éªに>�されたスプリングの?で��ダイヤフラムケーシング（キー 1）がアクチュエータから:し&れることによる�
���を(¸するため、ばねの>�を�£して（ステップ 2、;'）、��%くケーシングのw�ねじ（キー 124）を(り
­します（ステップ 3、;'）。

2. ハンドホイールを·���りに��させ、すべてのスプリングの'Dを�]します。

3. �Wねじ（キー 124）をIし、ギア・ケース・カバー（キー 123）を�りIします。

4. フロントとバックのウォームリテーナ（キー 48 と 49）とハンドホイール（キー 51）の|めねじ（キー 41）をuめ
ます。

5. リテーニングリング（キー 118）を�りIし、ハンドホイールを�りIします。

6. フロントとバックのウォームリテーナ（キー 48 と 49）を�りIします。

7. ウォームシャフト（キー 45）を�りIします。

8. パワー・スクリュー・アセンブリ（キー 122）をðきます。ベアリングとギアリテーナ、スラストベアリング、ウォーム
ギア（キー 66、67、44）がパワースクリューと�Oにdてきます。

}みÊて
1. ボールベアリング（キー 50）にリチウムグリース��Ñ（キー 241）をÔÕして、バック・ウォーム・リテーナ
（キー 49）にボールベアリング 1 <を��します。

2. バック・ウォーム・リテーナとボールベアリングをギアケースにねじXみます。ウォームリテーナのスロットをギアケー
スのねじ�にTわせてから、|めねじ（キー 41）をねじXんでこれを�zします。

3. リチウムグリース��Ñをウォームシャフト（キー 45）のねじÐにÒÓして、シャフトの��がバック・ウォーム・リテ
ーナにきちんとÙまるように、シャフトをギアケースにスライドさせます。

4. フロントのウォームリテーナ（キー 48）âにベアリングを��して、リテーナとボールベアリングをギアケースにねじX
みます。リテーナのスロットをギアケースの�にTわせてから、|めねじ（キー 41）をねじXんでこれを�zします。

5. ハンドホイールをウォームシャフト（キー 45）にスライドさせ、�Eリング（キー 118）を�り�けます。

6. 2 つのスラストベアリング（キー 67）にリチウムグリース��ÑをÔÕします。1 つのスラストベアリングを、vにウォ
ームギア（キー 44）を�り�け、vに 2 �«のスラストベアリングとベアリングおよびギアリテーナ（キー 66）を�り
�けます。

7. パワースクリューのねじÐ（キー 122）にリチウムグリース��ÑをÒÓします。パワースクリューをスラストベアリン
グ（キー 67）にスライドさせ、ハンドホイールを�し、ウォームギアを8してスリーブをfります。

8. |めねじ（キー 40）を��し、ベアリングの�びをÖ�します。

�'

|めねじを7め�けNぎると、ハンドホイールのB/が×�になります。

9. ギアケースカバー（キー 123）を�り�け、�Wねじ（キー 124）を7めます。
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�Eの�å
アクチュエータには、それぞれのネームプレートにシリアル��が¤¥されています。ÌÍ�-やó¯23についてエマソ
ンO�P または!QりのR"SへおLいTわせいただくxには、?ずこの��をお�えください。 

  ��

�Eæçの�はTず Fisher +のèé�EのみをXPしてください。エマソン+�­の�Eは、いかなるëìでも Fisher 
バルブにXPしないでください。XPしたfgはM/\0­となるfgがあります。またバルブの�sにíî1をïぼし
たり、��Éðやñ�Éðにつながる�s�があります。

�Eリスト

�'

�-のご�.については、エマソンO�Pまたは!QりのR"Sまで

ご§°ください。 

657 サイズ 80 および 100
キー �* 

  1  Upper Diaphragm Casing 

  2*  Diaphragm 

   Size 80 

    Nitrile 

    Silicone 

   Size 100, nitrile & TPES (thermoplastic polyester)

  3  Cap Screw

  4  Diaphragm Plate 

  5  Lower Diaphragm Casing 

  5  Lower Diaphragm Casing, Yoke, & 

   Tie Rod Ass'y 

  6  Spring 

  8  Cap Screw

  9  Yoke 

 10  Actuator Stem

 11  Spring Seat 

 12  Adjusting Screw

 13  Backup Plate

 14  Travel Indicator

 16  Hex Jam Nut

 17  Machine Screw

 18  Travel Indicator Scale

 19  Nameplate

キー �* 

 20  Drive Screw

 21  Actuator Tie Rod

 22  Cap Screw

 23  Hex Nut

 26  Stem Connector Ass'y 

 28  Cap Screw

 29  Spring Case 

 33  Pipe Bushing

 34  Upper Sleeve

 35  Thrust Bearing

 36  Adjusting Flange

 60  Cover Band Ass'y

 62  Cap Screw

 63  Hex Nut

 88  Tie Rod Washer

 89  Hex Nut

 91  Spring Guide

 92  Cap Screw

106  Washer

107  Shroud Plate

108  Self‐tapping screw

109  Cap Screw

110  Diaphragm Retainer

111*  Seal Bushing, brass 

   Size 100 

112*  O‐Ring, nitrile (2 req'd) Size 100 

113*  O‐Ring, nitrile Size 100 

114  Hex Nut

115  Hex Jam Nut

116  Actuator Stem Extension

117  Washer

118  Retaining Ring

120  Hex Bushing

121  Lifting Pin

123  Diaphragm Casing Cover

128  Vent Ass'y 

241  Lithium grease (not furnished with actuator) 

244  Anti‐seize lubricant (not furnished with actuator) 

245*  O‐Ring, nitrile Size 100 only 

*»¼ôä-

www.Fisher.com
www.Fisher.com
www.Fisher.com
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� 4. サイズ 80 Fisher 657 アクチュエータ 

    òÖóのôõ
40A8771‐B
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� 5. サイズ 100 Fisher 657 アクチュエータ 

50A2621‐F

    òÖóのôõ
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� 6. サイズ 80 アクチュエータPトップマウントÜハンドホイール 

    òÖóのôõ
CV8009‐E
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サイズ 80 サイドマウント$ハ
ンドホイール

キー �* 

  7  Travel Stop

 17  Machine Screw

 28  Machine Screw

 40  Set Screw

 41  Set Screw

 44  Worm Gear

 45  Worm Shaft

 46  Lower Sleeve

 47  Key

 48  Front Worm Retainer

 49  Back Worm Retainer

 50  Ball Bearing

 51  Handwheel

 52  Handgrip

 53  Handgrip Bolt

 54  Handwheel Cap

 55  Ball

 56  Spring

 58  Travel Indicator

 61  Grease Fitting 

 64  Cap Screw

 65  Gear Case

 66  Bearing & Gear Retainer

 67  Thrust Bearing

 68  Cap Screw

 69  Indicator Scale

 70  Stop Indicator Bracket

 71  Machine Screw

243  Pliable sealant (not furnished with actuator) 

サイズ 80 トップマウント$ハ
ンドホイール（��+�なアッ
プ・トラベルストップ） 
 51  Handwheel

 54  Nut

133  Stem

141  Cap Screw

142  Handwheel Body

175  Thrust Bearing 

179  Pressure Block

180  Gland

181*  Packing Ring, TFE‐graphite (2 req'd) 

182  Support Screw

183  Stem Collar

184  Retaining Ring

185*  Gasket, composition 

186  Body Nut

241  Lithium grease (not furnished with actuator) 

246  Spacer

247  Cotter Pin

サイズ 100 トップマウント$ハ
ンドホイール（��+�なアッ
プ・トラベルストップ） 
キー �* 

 17  Machine Screw

 40  Set Screw

 41  Set Screw

 44  Worm Gear

 45  Worm Shaft

 48  Front Worm Retainer

 49  Back Worm Retainer

 50  Ball Bearing

 51  Handwheel

 61  Grease Fitting 

 65  Gear Case

 66  Bearing & Gear Retainer

 67  Thrust Bearing

118  Retaining Ring

122  Power Screw Ass'y

123  Gear Case Cover

124  Cap Screw

125  Hex Jam Nut

126  Woodruff Key

127  Slot Cover

サイズ 80 �'スナバ
 27  Piston/Piston Rod Ass'y

 63  Hex Nut

 72  Spring Case Adaptor

 73  Cap Screw

 74  Cylinder

 75  Cylinder Head

 76  Retaining Ring

 77*  O‐Ring, nitrile (2 req'd) 

 78*  Piston Ring, iron (2 req'd) 

 79  Reservoir

 80*  O‐Ring, nitrile 

 81  Cap Screw

 82*  O‐Ring, nitrile (2 req'd) 

 83  Valve Adj Screw

 84  Jam Nut

 85  Cap Screw

 86  Pipe Plug

 87  Pipe Plug

 90  Upper Spring Seat

 93  Hydraulic Fluid

 94*  O‐Ring, nitrile (2 req'd) 

 95  Orifice

 96  Bypass & Check Valve Plug

 97  Spring

 98  E‐Ring

 99  Bushing

100  Flange

101  Packing Sleeve

102  Machine Screw

103*  Packing, nitrile (8 req'd) 

104*  Packing, CR (chloroprene) & cotton (4 req'd) 

105*  Packing Sleeve O‐Ring, nitrile (2 req'd) 

*»¼ôä-
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� 7. サイズ 80 Fisher 657 アクチュエータ（サイドマウントÜハンドホイールとË>スナバIき） 

    òÖóのôõ
50A8774‐C

BB

�� A

CC

�� A

�� B-B

�� C-C
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� 8. サイズ 100 アクチュエータPトップマウントÜハンドホイール 

    òÖóのôõ
50A2622‐F

A

A

�� A-A
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Emerson Automation Solutions  
Marshalltown, Iowa 50158 USA 
Sorocaba, 18087 Brazil 
Cernay, 68700 France 
Dubai, United Arab Emirates 
Singapore 128461 Singapore 

www.Fisher.com

��のâcは、23の56のみを«©としています。õ±では、23のk[kを[�するため!bFのöeをしておりますが、��のâcは、�>
または²>をLわず、ここにG?されている³-やサービスもしくはそのo�やK�kにCして�´をEうものではないことにごµÜください。す
べての�ðは、õ±のø�®^に�ってe"されています。Emerson は、ô�なしにいつでも³-の��や��をv}またはùúする¶øを�Eし
ます。

� 1973, 2017 Fisher Controls International LLC. ·Â¸³¹|。

Fisher は Emerson Electric Co. の Emerson Automation Solutions û��ü~のý�がP%するþ)です。Emerson Automation Solutions、
Emerson、および Emerson のロゴは、Emerson Electric Co. のþ)およびサービスマークです。その9のすべてのþ)は、°P%�に��します。

エマソンö÷øùのいずれも、+Eについての2ú、XP、メンテナンスに\する3ûはü�4いません。+Eの�éな2ú、XP、メン
テナンスに5する3ûは、6ýþおよびエンドユーザのみにあるものとします。


